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Yell ～絆を深めてKeep Smile～ 

うわあ、おもしろい！行ったり来

たりするね。 

 よくご覧ください。座席の向きがいつもと少し違うことにお気付きでしょうか？国語科担当の

平﨑先生は、子ども達が少しでも学習を楽しめるように常に学習方法を工夫しています。 

 この日は、可能な限り机の間隔を広げながら、会議形式にして学習を進めました。お互いの意

見をカードにまとめ交換しながら共通点を探ります。充実した話合いを展開していました。 

 理科担当の深田先生は、子ども達一人一人が実際

に経験し学習することができるように学習内容を考

えています。 

 ここでは新しく学習する「ふりこのはたらき」に

ついて、ふれはばや1往復の時間など、子ども達が

疑問を抱くまでたくさん実験をしていました。 

 子ども達も大喜びでした。 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

理科の学習で作ったモビー

ルを1年生にプレゼントしよ

う！ 

クリスマス、サプライズプ

ロジェクトを始めました。 

 中学校体育科の瀧口先生は、保健の学習を

する際も、子ども達が中学校に進学した後の

ことを考えています。 

 その際、具体例を挙げて子ども達が実際に

考えられるように質問を投げかけていまし

た。子ども達が「性」の在り方について、客

観的に判断できるように学習方法を工夫し

ています。 

子どもの感想 

・ 私は映画でトランスジェンダーについて学

びました。もし、周りの人が自分は LGBT だ

と話してくれたら、理解しようと思います。 

 

・ 友達が困っていたら、私は応援したいと思い

ます。私は女性が女性を、男性が男性を好きに

なってもそれぞれ自由だと思います。 

 

・ 昔は差別とかがたくさんあったと思うので、

これからは相手を傷つけず、だれでも受けとめ

ていこうと思いました。 

 

・ 自分の知らない性がたくさんあってびっく

りしました。身近にそういうかたがいたら、む

やみに聞かないで、自分もそのことを知りたい

です。 

  当たり前と思わず、 

「そういうこともあるよ。」と言いたいです。 

 

今の話、どこがおか

しいかわかりますか？ 

保護者の皆様 

 子ども達は、多様な「性」の在り方を共

感し、お互いを尊重し合うことが大切だと

学びました。 

 ご家庭ではいかがでしょうか。私たち大

人は、ついつい「男だから」「女だから」と

口に出してしまいそうになります。 

多様な社会を生き抜く子ども達。これか

らは、子ども達一人一人の「性」を尊重し

ながら育てていくことも、大切なことにな

ります。思春期に入り、子育てに悩む日々

だとお察しいたしますが、今後も引き続

き、様々な視点から子ども達を共に見守

り、育てていきましょう。 

タブレットに、自分の作品

を写真で取り込み、加工しな

がらかわいいクリスマスカー

ドを作りました。交流会が楽

しみです。 

こうやって並

べて撮ると、き

れいに入るよ。 


